
 

 

2022年 9月 5日 

各  位 

株式会社福井銀行 

 

株式会社等愛会さまへの 

「SDGs宣言」の策定支援について 

 

 株式会社福井銀行（頭取 長谷川 英一）は、SDGsの達成に取り組んでいる企業さまをご支援 

するため、『〈ふくぎん〉SDGs経営支援サービス』をご提供しております。 

この度、本サービスを通じて、株式会社等愛会さまが「SDGs宣言」を策定されましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

【企業概要】 

発 行 企 業 名 株式会社等愛会 

所 在 地 福井県三方上中郡若狭町有田 11-20-10 

代 表 者 加藤 寿一 

設 立 2011年 12月 

重 点 項 目 
     

    

※「SDGs宣言」の詳細は別紙をご参照ください。 

 

企業にとっての SDGs経営とは「事業活動を通じて社会課題を解決していくこと」です。 

SDGsへの取組みが企業イメージの向上および事業拡大やイノベーション等の新たな事業機 

会の創出につながることから、多くの企業が SDGs経営を推進しております。 

福井銀行は、地域金融機関として、地域産業の育成・発展と地域に暮らす人々の豊かな生活 

の実現に貢献するため、お客さまの SDGsへの取組みを支援してまいります。 

 

■ 該当する SDGsの目標 

 

以  上 

 



 株式会社 等 愛 会 

SDGs宣言 

取組事例 

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

事業活動を通して持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

地域貢献活動を通じて持続可能な社会の実現と、地域住民の幸せを追求してまいります。 

《具体的な取組み》 

従業員と、その従業員を一生懸命支えている家族の幸せを追求してまいります。 

《具体的な取組み》 

経済・社会・環境の三つの側面のバランスが取れた社会を目指す世界共通の指標として、2015年9月に国

連で採択。貧困や飢餓、水や保健、教育、医療、言論の自由やジェンダーなど、人々が人間らしく暮らして

いくための社会的基盤を2030年までに達成するという目標になっており、17のゴール（目標）と169項目の

ターゲット（達成基準）がある。 

持続可能な開発目標（SDGs）とは 

2022年9月5日 

株式会社等愛会 

代表取締役社長 加藤 寿一   

地域の介護予防や健康づくり、品質の高い介護サービスを通して利用者やその家族、そして地域住民の未来の

ために「健康・福祉」という幸せを追求します。 

• 福井ふるさと企業 優秀賞取得 

• 地域高齢者向けの健康教室（サロン）の開催（10年間で900回超える） 

• 料理教室の定期的な開催 

• お客さまのご意見を取り入れた質の高い介護サービスの提供 

• 認知症カフェ（オレンジカフェ）の運営 2回/月 

• 社内外のセミナーや勉強会の実施 

• ボランティア活動実施 

• 地元小中学生の職業体験を通じた地域課題の共有 

• 地域貢献活動における中期経営計画の策定 

• ペットボトルキャップ、リングプルの寄贈 

• 周辺地域での清掃活動実施 

• 代表宛お客さまアンケートの実施 

• お客さまの声を社内共有化 

多様化する職場環境を整備し、「財産」である従業員が自ら考え行動・挑戦できるよう育成することで、 

お客さまが求める質の高い介護サービスの提供を目指してまいります。 

• 女性が活躍できる職場づくりの推進 

• 女性活躍推進企業認定「えるぼし」の福井県初2段階取得 

• ふくい女性活躍推進企業プラス取得 

• 従業員の生活に合わせた働き方や休暇制度の運用 

• メンタルヘルス面談・業務上の安全指導など、従業員の心身の

健康面への配慮 

• ひとり親支援制度構築 

• 家族介護者支援制度構築 

• 資格取得の奨励制度構築 

• 定期健康診断の実施 

• 育児休業、育児従業員優遇制度構築 

• 半年間の育成期間を設け手厚いオリジナルのOJT指導 

• コンプライアンス遵守のための研修実施 

地域と従業員のウェルビーイングの実現を追求する 



メッセージ 

事業内容 

■福井県若狭町を拠点に、福井県鯖江市、関係会社にて石川県金沢市で 

  介護事業を展開しております。 

  令和4年3月1日に若狭町内に80床の高齢者入居施設オープン。 

 （連結従業員数188名 えるぼし認定企業 / 第4回福井ふるさと企業 優秀賞受賞） 

 

■介護保険事業 

    （デイサービス ・ ショートステイ ・ 訪問介護・訪問看護 ・ 住宅型老人ホーム 

    介護付き老人ホーム・ 居宅介護支援 ・ グループホーム ・ 小規模多機能） 

 

■地域支援事業 

    （地域健康教室の開催 ・ 認知症カフェの運営 ・ ボランティア活動 ・ 地域清掃活動） 

 

■関係法人 ： 株式会社ｉｔｏｓｉｅ． 

 2020年、世界中の誰もが想像していなかったコロナショック。 

新型コロナの影響が長期化する中で、これまで利用していた介護が受けられなくなる“介護の空白”が、高齢

者やその家族の暮らしを揺るがしています。介護サービスを提供する事業所が感染対策を迫られる中、介護

を担う家族の負担が増え、介護疲れも深刻化しております。 

 このような問題を抱えながら、2025年を、そしてその後をどう乗り越えていくか、そのために介護職として何を

しなければならないのか、何ができるのか、について私たち自身も、一人ひとりが真剣に考えてみる必要があ

ることを再認識しています。また、これからの介護職には限られたマンパワー等で、高齢者のより良いケア体

制を構築するために、医師・看護師等の他職種とも連携しつつ、「地域全体で高齢者を支える」という姿勢がこ

れまで以上に求められてくるでしょう。 

 コロナ危機は、私たちにとって、危機感を持って対峙することを迫られる警鐘となりました。今後も国の政策

等により高齢者、介護職をめぐる環境は刻一刻と変わっていくことでしょう。しかし、人と人との触れあいの中

で、思いやりをもってお客さまに寄り添うという前提は変わることはありません。私たちは、一人ひとりの「あな

たらしさ」を守るため「愛のある介護」をこれからも提供していく中で、自分たちの在り方についてもより深く考え

ていきたいと思います。 



［別 紙］ 

 

『〈ふくぎん〉SDGs経営支援サービス』について 

 

【サービス概要】 

取  扱  店 全店 

対 象 と な る 方 当行と預金取引きのある法人のお客さま 

サ ー ビ ス 内 容 

 

SDGsへの取組状況の確認と今後の対応事項の整理から、対外PR支援まで

を実施 

 

■ 取組状況の確認と今後の対応事項の整理 

 経済産業省関東経済産業局公表の「SDGsの観点で市場・社会から期待

される基本的な事項」をもとに作成したオリジナルのチェックシート

（6分野36項目）により、企業のSDGsへの取組状況を把握し、整理した

結果を専用のフィードバックシートにて還元 

 

■ 事業戦略への反映 

フィードバック結果を踏まえ、事業とSDGsの結びつきを明らかにし、

今後取り組むべき優先課題を見つけ、効果的な事業戦略に反映 

 

■ 対外支援PR 

専用のSDGs宣言を策定し、当行ホームぺージ等を通じてニュースリリ

ースを実施 

 

利 用 手 数 料 
220,000円（消費税込） 

※社内セミナーのオプションあり（価格は要相談） 

 

 

 


